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の植民地・属領の住民を対象とする"censo de poblacion” (もしくは”empadramiento 





























































































































州知事や町長、町議会評議員、そして可能なかぎり、すべての知識人層（gente ilustrada）  
すなわちプリンシパリア層の動員なくしては不可能であった。センサス実施にあたり、以
前と同様今日においても大衆に対してきわめて大きな影響力をもつ、これらの階層の人々
の協力を背後から得ることがきわめて重要であった。 このため、 以下のことが定められた。 
























































"civilization"と"wildness"という用語をもちだし、しかも前者は"Christian or civilized 











  事実、１９１８年センサスでは、すべての人口を"civilized population"と"wild 
population"に大別し、それぞれ別々の統計として集計するという方法はとられていない。




した１９４８年センサスにおいても、 この"race"という分類方法のもとで、 人口が"brown," 












"Filipino,""American," "Spaniard," "Chinese," "Japanese, etc."とされている。 このことは、
平定完了地区では戸別調査によって、 「国籍」が調査されていたことを意味している。 
  ところが、 『１９０３年センサス』第２巻の目次に掲げられた図表一覧をみると、
"Civilized population, classified by color and sex…,"   あるいは"Foreign born 
population, classified by color and sex…,"という表のタイトルはあるものの(27)、
"Civilized population, classified by nationality and sex…,"あるいは"Foreign born 






population of voting age, classified by color, tribe, citizenship, and literacy, for the 
 11Philippine Islands, " " …. by provinces and comandancias….," "…. by principal 





















おいて、 「人種」 によって序列化されるという状況に置かれたことになる。 そして、 これが、
アメリカ植民地統治によるフィリピン国民の新たな創出様式であったといえよう。 















それはアメリカ社会が建国以来、 顕在的かつ潜在的に形成してきた、 ＷＡＳＰ、 すなわち、
"White Anglo-Saxon Protestant"を頂点とする人種的序列を反映するものである。 
  それでは、なぜアメリカが、自国の領土を超えて植民地でも同様の人種的序列にもとづ
いた人口把握を試みたのであろうか。その理由は、米中関係の著名なアメリカ人研究者マ
イケル・ハント （Michael Hunt） がその著書 『イデオロギーとアメリカの外交政策 Ideology 
and U.S. Foreign Policy』でいみじくも論じているように、アメリカの対外政策は、その
初発から国内の人種的序列イデオロギーにもとづいて展開されていたためである(31)。さ
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